
学力向上のための組織
的な校内研修体制づくり

子どもにわかる授業づく
り（授業づくりスタンダー
ドの活用など）

学校全体で予習・復習
（宿題）の質と量を高め
る取組
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１　学校の情報を伝
える工夫の実施
２　学校支援本部の
計画的活用

○保護者や地域住
民の参画を得た学
校運営の推進

○今後増加する若
年教員の育成
○激しく変化する社
会情勢の中で、
様々な課題に対応
しながら全ての児童
の力を伸ばすことの
できる教職員となる
ための資質・指導
力の向上

１　研修機会の
確保、内容の工
夫　　　　　　　　２
PDCAサイクルに
よる組織的な授
業研究の充実

・体力テストの総合点が全国平均を上
回ったことは望ましい。
・朝食の大切さ、食べ物の大切さ等を
児童・保護者に伝え、朝食の内容等
の改善となるよう継続してほしい。
・体育の授業改善や、食育として地産
地消の推進を望みたい。
・テレビ・ゲーム視聴時間は、家庭・保
護者と連携して指導を継続し、次年度
は目標達成できることを期待する。

・地震の避難訓練は、校区内の保護
者・地域と共同で実施することが、本
番に備えて有効だと判断できる。次年
度に、一度実施されることを期待す
る。
・学校から地域へ、学校支援協力へ
の呼びかけ方法を検討され、広く周知
されることを望む。

①「情報提供を積極的に行ってい
る」87.1%で、－2.9ポイントであっ
た。
②ホームページの更新は年間５回
であった。
③学校支援ボランティアの活用延
人数は248人（１２月末現在）

・教職員の資質向上のため、今後の
研修・公開授業は継続していただきた
い。
・人事評価制度の効果的な運用が望
まれる。設定した個人の目標が高す
ぎた場合、途中で修正できるようにす
れば、取り組む教員にゆとりができる
のではないか。児童への影響力を考
慮して、指導いただきたい。

○自分の体力や運
動能力を知り、その
保持・増進を図り、
将来に向けて健康
管理や危機対応の
できる力の育成

①ＰＤＣＡサイクルによる授業研究を
引き続き計画的に行う。
②教職員として必要な内容につい
て、計画・実施していく。
③人事評価を活用し、学校の取組と
自己目標をリンクさせ、さらに指導力
の向上を図っていく。

①ＨＰの更新に関しては、外部から
の講師を招いて研修を実施。更新の
回数を増やしていきたい。
②学校支援ボランティアの活用につ
いては昨年度同様の人数であった
が、スポーツテストの支援など、大変
効果があがったものもあり、活用の
場を工夫していきたい。

○全国水準以上の
確かな学力の育成

道徳意識アンケート（１２月調べ）の「そう
思う」の割合が
①道徳アンケート「道徳の勉強が好き」
53.5%
②「自分には良いことろがある」54.2%、「将
来に向かって努力する人間になりたい」
80.8%となった。
③「自主的にごみを拾う。トイレの履物の
整頓ができだした。困っている友達を助け
ている。」等、児童に道徳的実践力がつい
たと実感できる変容が見られた。

①国語科と道徳で各人年間１回の授業研究を
行う。
②学校事務、学力や体力の向上、特別支援教
育など、課題となるものについて、研究部・教
務部・学力調査部・体育部などで計画をし、確
実な研修の実施と活用を図る。
③人事評価制度を活用して、各人のライフス
テージに応じたスキルアップを図る。

①授業評価アンケート（児童用）の
結果３．８点
②授業力診断（教員用）で、年度
当初より年度末の結果が上昇し
た。
③人事評価の結果、全教職員が
「自己の指導力・職能が向上した」
と回答した。

①さらなる道徳の授業の充実を目指
して、これまで積み上げてきたPDCA
サイクルを継承していく。
②道徳の授業で身に付けた道徳的
実践力と道徳的実践の指導とを響き
合わせて、一人ひとりの道徳性を高
めていく。

学校関
係者評

価
①ＰＤＣＡサイクルによる授業研究を引き続
き計画的に行う。
②単元及び授業の導入で、付けるべき力(学
習のめあて）を児童に明確に示し、まとめの
段階で、それに対する評価を行う活動を設
定する。

①②各学年の課題である学習単元において
は、単元の終末で授業評価アンケートを実
施する。
③「身につける力」と学習の系統表を再確認
し、各指導事項を確実に指導する。

①目標達成にはとどいていないが、成果が
出ているので、引き続き取り組みを続けて行
く。
②家庭への声がけを続けて行く。

Ａ

・学校全体で学力向上に向けて取
り組み、計画通り実施されている
ことは大変望ましい。学習で分か
らないことがあれば、辞書など資
料を活用して、実力をつける指導
もしている。今後も、これを習慣づ
けていただきたい。

学校関係者評価書改善方策取組内容の評価指標

１　全国平均以上の
体力や運動能力の
育成
２　基本的な生活習
慣・運動習慣の定着
３　危機対応能力の
向上

・３年間の道徳推進校としての取り組
みは、道徳向上に大きな業績を残す
ことができた。
・向上したレベルが落ちないように、
現在の児童の道徳性や道徳的実践
力 レベルを継続し続けていただくこと
を期待する。
・道徳的実践力の向上と、より内面的
な向上もともに継続を図っていただき
たい。

①学校評価アンケート（保護者
用）で「情報提供を積極的に行っ
ている」90%以上（H23:92%)
②ホームページの更新が年間6
回以上
③学校支援ボランティアの活用
延人数300人(H23:298人）

①「予習・復習をしている」児童は58.2%・
79.7%
②「家族ぐるみで家庭学習習慣づくりに取
り組んでいる」保護者は79.1%でほぼ達
成。

①学校評価アンケート（教職員用）で「研
修計画どおり実施し、研修が深まった」
とする教職員100%
②学校評価アンケート（児童用）「学力が
向上した」と回答する児童90%以上
(H23:94%）

①道徳アンケートの結果「そう思う」
の上昇「道徳の勉強が好き」55%以上
（H23:48%）
②「自分には良いところがある」60%
以上(H23:54%)、「将来に向かって努
力する人間になりたい」90%以上
(H23:86%）
③児童に道徳的実践力がついたと
実感できる変容が見られる。

①運動することが好きな児童が多くなってい
る。けがやトラブルを防ぐためにも運動や遊
びのルールをしっかり指導していく。
②さらに、家庭との連携が取れるような手立
てを考えて行く。（例：生活リズムチェックカー
ド等）
③テレビ・ゲーム視聴時間に関して啓発の
お便りを流したり、個別指導をしたりしてい
く。
④朝食に関してはＰＴＡと連携をして新たな
改善策を練っていく．
⑤実態を踏まえた評価指標の設定が必要。
⑥地震の避難訓練を増やす。

①学校評価アンケート（教職員用）で「分
かりやすい授業に努めている」とする教
職員100%、学校評価アンケート（児童
用）「授業が分かる」と回答する児童95%
以上(H23:98%）
②授業評価アンケート（児童用）3.8点（4
点満点）以上（H23:3.7)
①学習習慣調査で「予習・復習をし
ている」90%以上（H23:予習75%、復
習67%）
②学校評価アンケート（保護者用）
で「家族ぐるみで子どもの学習環境
整備や学習習慣づくりに取り組んで
いる」80%以上

①授業評価アンケート（児童用）
の結果3.8点（4点満点）以上
②授業力診断（教員用：自己評
価）で、年度当初の診断結果より
年度末の診断結果を上昇させ
る。
③人事評価の結果、全教職員が
「自己の指導力・職能が向上し
た」と回答

①スポーツテストに関する研修実施と保護者への啓発を
行う。
②体力向上ロードマップを作成し、計画的な向上策を実
施する。
③学期毎に業間体育週間を設け、運動に親しませなが
ら体力向上を図る。
④外遊びを奨励し、外遊びが活性化する取組を行う。
⑤生活習慣調査を年間２回（６月・１１月）実施して、分析
を本人と保護者に返し、定着化を図る。また、高学年で
「テレビ・ゲーム視聴プログラム」の取組を実施する。
⑥避難訓練を改善して実施する。

①体力テストの総合点が全国平均
以上
②「運動することが好き」、「体育の授
業が好き」90%以上
③生活習慣調査で「6時半までに起
きる」50%以上
④テレビ・ゲーム視聴時間１時間以
下60%以上
⑤朝食で「主食・主菜・副菜・汁物の
内、３つまで揃っている」90%以上
⑥避難訓練（地震）実施　４回以上

①体力テストの総合点が全国平均を
上回った。
②「運動することが好き」、「体育の授
業がすき」　93.8%
③「６時半までに起きる」児童  54.4%
④テレビ・ゲーム視聴時間１時間以下
48%
⑤朝食で「主食・主菜・副菜・汁物」の
内、３つまで揃っている　52.9%
⑥避難訓練　　3回実施

①学校だより・学級だよりで学校・学級の取組
や子どもの育ちを具体的に伝える。
②学校ホームページの更新をこまめに行い、
学校行事や取組を分かりやすく伝える。
③学校支援本部の活用計画を立て、計画的な
実施と振り返りを行い、次年度に生かせるよう
にする。

①研究部の各部、教務部の
学力調査分析部会と連携
し、研究推進の進行管理を
行う。
②児童に「身に付いている
力」と「身に付けさせたい
力」を明確にし、学年の系統

学校名（香美市立楠目小学校）     学校教育目標　「人間性豊かで主体的に生きる子どもの育成」

項
目

自己
評価 中・長期経営目標

Ａ

①「研修が深まった」教職員は100%であっ
た。
②「学力が向上した」と回答した児童は
83.2%で目標には達していない。

①「分かりやすい授業を実践している」教
職員は93.8%、「授業が分かる」児童は
88.3%であった。
②授業評価ｱﾝｹｰﾄ（児童用）3.8点(4学年
分）
③図書資料を活用した授業実施率は
92.9%であった。

１　基礎学力の
定着
２　思考力・判断
力・表現力の育
成

達成状況

確
か
な
学
力

短期経営目標

○夢や希望をもち、
その実現を目指し
て努力する高い志
や態度の育成
○互いの違いや特
性を理解し合い、協
力してより良い生活
をしようとする心や
態度の育成

１　道徳授業の改善
２　自己肯定感や規
範意識の向上
３　道徳的実践力の
向上

①全担任が道徳の授業研究を行い、授業評価
表による検証を活用して授業改善を図る。
②特別活動や総合的な学習との関連化をいっ
そう進め、高い志をもつ児童の育成、道徳的実
践力の向上を図る。

①PTAと連携し、「予習・授
業・復習」のサイクル化を図
る。
②学習習慣調査を６月・１１
月に実施し、その結果を本
人・保護者に返す。

①授業のスタンダード」によ
る授業の実施、教師も児童
も見通しの持てる「ユニバー
サルデザインの授業」づくり
の研究を実施する。
②「授業評価表」を活用して
授業の検証と改善を行う。

主　　な　　取　　組　　内　　容


